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【研究題目】  

福 祉 の場 において多 職 種 で協 力 しながら活 躍 する人 々の魅 力 に関 する研 究  

－福 祉 職 場 の人 材 確 保 に向 けて－ 

 

１．課題解決策の要約  

本 研 究 では、福 祉 職 場 で働 く人 へのインタビュー調 査 を基 に「福 祉 の現 場 において多 職 種 で協

力 しながら活 躍 する人 々の魅 力 」を分 析 テーマとしてその活 動 の学 生 による質 的 評 価 を試 みた。イ

ンタビュー対 象 とできたのは 3 施 設 5 事 例 であったが、1 事 例 ずつ KJ 法 を用 いて丁 寧 に検 討 する

ことで、私 たち自 身 がそれまで当 り前 に考 え目 の前 を通 り過 ぎていた事 柄 に気 づくことができた。  

私 たちが取 材 した人 々は、同 じ QOL の向 上 を目 指 していてもそこには職 種 ごとの専 門 性 が存 在

し、理 想 と想 いやりを基 礎 としていた。私 たちは、取 材 した方 々との出 会 いにより、自 分 たちの未 来

を思 い描 き、一 つの目 標 を得 ることができた。今 後 、今 回 の研 究 成 果 を基 に学 生 としての目 線 で

見 出 したこと感 じたことを広 く発 信 していきたいと考 え、魅 力 を発 信 するためのツールとしてリーフレ

ットを作 製 した。  

２．調査研究の目的  

現 在 、福 祉 の場 における人 材 確 保 には困 難 があり、さまざまな確 保 のための方 策 が試 みられて

いる。本 研 究 では、この福 祉 の場 （介 護 老 人 保 健 施 設 、介 護 老 人 福 祉 施 設 等 ）で活 動 する福 祉

職 ・リハビリテーション関 連 職 ・看 護 職 の活 動 内 容 を調 査 し、これからの高 齢 社 会 において高 齢 者

を支 える人 々それぞれが持 つ魅 力 ・役 割 を学 生 の目 線 で明 らかにし、人 材 確 保 に資 することを目

的 とする。 

３．調査研究の内容  

(1)対 象 者 ：福 祉 の場 で働 く専 門 職 (教 員 のネットワークから生 き生 きと活 動 している人 として紹

介 された人 )。 

(2)調 査 方 法 ：インタビューガイドを用 いた半 構 成 的 面 接 法 を個 別 またはグループで実 施 する。 

①事 前 準 備 ：事 前 準 備 として以 下 のことを行 った。  

・インタビューガイドの作 成 ：学 生 間 で討 議 し、教 員 の助 言 を得 てインタビュー項 目 を選

定 し、インタビューガイドを作 成 した。 

・模 擬 インタビューの実 施 ：作 成 したインタビューガイドを基 に、インタビューを行 う学 生 全

員 が福 祉 の場 で勤 務 経 験 を有 する教 員 の協 力 を得 て模 擬 インタビューを実 施 した。  

・対 象 者 への説 明 と同 意 ：紹 介 を受 けた対 象 者 に対 して調 査 目 的 、方 法 について口 頭 で

説 明 し、同 意 を得 たのちに再 度 インタビュー当 日 に以 下 の内 容 を文 書 と口 頭 で説 明 し、

文 書 による同 意 を得 た。  



ⅰ 基 本 事 項 についての紙 面 調 査 ：対 象 者 の属 性 （年 齢 、性 別 、現 在 活 用 している職

種 、現 在 の職 場 での勤 務 年 数 、現 在 活 用 している職 種 での合 計 勤 務 年 数 ）  

ⅱ ボイスレコーダによる録 音 の実 施 ：逐 語 録 を作 成 し、研 究 終 了 後 に消 去 する。  

ⅲ  面 接 による調 査 内 容 ：面 接 による調 査 内 容 は大 切 にしていること、日 頃 の活 動 内

容 、他 の職 種 の活 動 内 容 、他 の職 種 に期 待 すること。 

ⅳ 研 究 参 加 への自 由 性 ：研 究 の参 加 は自 由 であり、不 参 加 であっても不 利 益 は生 じ

ないこと。いつでも中 止 することが可 能 であること。匿 名 性 の確 保 を図 ること。  

（3）分 析 方 法 ：以 下 の手 順 で KJ 法 １ ）（川 喜 田 二 郎 により構 築 されたラベルを用 いた情 報 の質

的 統 合 法 ）を用 いて内 容 を集 約 した。  

ⅰ 逐 語 録 の作 成 ：調 査 によって得 られた音 声 データを基 に逐 語 録 を作 成  

ⅱ 内 容 のラベル化 ：聞 き取 ったことの意 味 内 容 に着 目 し、意 味 内 容 ごとに元 ラベルを

作 成   

ⅲ インタビュー担 当 者 が中 心 となり、学 生 4～5 人 のグループで教 員 のスーパバイズを

受 けながら類 似 する意 味 内 容 のラベルの集 約 を繰 り返 した。集 約 したラベル（島 ）

ごとに表 札 を作 成 し、最 終 段 階 でシンボルマークを作 成 した。  

（4）倫 理 的 配 慮 ：本 研 究 は、富 山 福 士 短 期 大 学 倫 理 審 査 委 員 会 の承 認 を得 て実 施 した

（H28-005）。 

 

４．調査研究の成果  

今 回 の調 査 では 3 つの施 設 、5 人 の調 査 対 象 から回 答 を得 た。以 下 に 5 事 例 （3 施 設 ）の結 果

を示 す。 

施 設 A 

〈事 例 １ 30 歳 代 男 性 、施 設 長 、福 祉 職 ：理 想 に向 かって努 力 し、行 動 している人 〉 

事 例 1 において最 終 的 な姿 として集 約 されたのは『理 想 に向 かって努 力 し、行 動 している人 』で

あった。 

事 例 1 では調 査 内 容 から 91 枚 のラベルを作 成 した。作 成 した 91 枚 のラベルを基 に 4 段 階 の

集 約 を行 い最 終 的 に【鳥 の目 】、【戦 略 】、【理 想 】、【同 士 】、【想 いやり】という 5 つの島 に集 約 した。

（表 1） 

【鳥 の目 】という島 は、現 実 は厳 しいが大 きな視 点 で介 護 の現 場 を見 ていくということを意 味 して

おり、3 段 階 目 の［人 生 観 や職 場 の経 験 を基 本 とし、大 きな視 点 で介 護 の現 場 を見 ていく］と［医

第3段階（8） 第4段階（５）

人生観や職場の経験を基本とし、大きな視点で介
護の現場を見ていく

医療の分野と比べると給料は少ないし、理想はマ
ンツーマンであるが現実的に考えると難しい

相手の事を考えるとは、医療と福祉の連携に要に
なる

介護を行うのは人間であるが、いろんな高齢者は
ずっと生きてきた優しい心の持ち主が多い。自分も
優しい心を持って生きていきたい

人を想いやることで、絆を作り、家族と地域の広がり
を目指した施設が21世紀の介護を開く

表1. 理想に向かって努力し、行動している人

利用者の健康保持、職員の生きがいを尊重して、利用者の輝ける場を作ることで、利用者の増加にも繋
がり、経営のプラスになる【理想】

雅を立ち上げたのは、3年前で苦労は多かったが、やりたいことのためには、パワーと想いと継続力が必
要であり、根拠を持った計画を立てて進んでいきたい【戦略】

人には向き不向きがあるから、SNSなど活用し、やりたいことをアピールしていく必要がある【同志】

相手を想いやる介護の心が未来を開く【想いやり】

現実は厳しいが大きな視点で介護の現場を見てい
く【鳥の眼】



療 の分 野 と比 べると給 料 は少 ないし、理 想 はマンツーマンであるが現 実 的 に考 えると難 しい］という

2 つの島 から形 成 された。  

【理 想 】という島 は、利 用 者 の健 康 保 持 、職 員 の生 きがいを尊 重 して、利 用 者 の輝 ける場 を作

ることで、利 用 者 の増 加 にも繋 がり、経 営 のプラスになるという意 味 である。  

【戦 略 】という島 は、雅 を立 ち上 げたのは、3 年 前 で苦 労 は多 かったが、やりたいことのためには、

パワーと想 いと継 続 力 が必 要 であり、根 拠 を持 った計 画 を立 てて進 んでいきたいという意 味 である。  

【同 士 】という島 は、人 には向 き不 向 きがあるから、SNS など活 用 し、やりたいことをアピールして

いく必 要 があるという意 味 である。  

【想 いやり】という島 は、相 手 を想 いやる介 護 の心 が未 来 を開 くということを意 味 しており、［相 手

の事 を考 えるとは、医 療 と福 祉 の連 携 に要 になる］と［介 護 を行 うのは人 間 であるが、いろんな高 齢

者 はずっと生 きてきた優 しい心 の持 ち主 が多 い。自 分 も優 しい心 を持 って生 きていきたい］と［人 を

想 いやることで、絆 を作 り、家 族 と地 域 の広 がりを目 指 した施 設 が 21 世 紀 の介 護 を開 く］という 3 つ

の島 から形 成 された。  

 上 記 に示 した 5 つの島 の関 係 性 を検 討 した結 果 、【理 想 】を叶 えるためには、相 手 を【想 いやり】、

介 護 の心 が未 来 を開 き、想 いと【戦 略 】があることで【同 士 】が集 まる。そこで、【鳥 の眼 】を持 つこと

で、現 実 は厳 しいが大 きな視 点 を持 って介 護 の現 場 を見 ていくことができるとなった。  

施 設 B 

〈事 例 ２  40 歳 代  女 性  施 設 長  介 護 職 ：自 分 らしさを大 切 に地 域 と共 に理 想 に向 かっていく

人 〉 

事 例 2 において最 終 的 に集 約 されたのは『自 分 らしさを大 切 に地 域 と共 に理 想 に向 かっていく人 』

であった。 

この事 例 では聞 き取 り内 容 から 75 枚 のラベルを作 成 した。作 成 した 75 枚 のラベルを基 に 4 段 階

の集 約 を行 い最 終 的 に【地 域 とのつながり】、【職 場 づくり】、【人 生 】、【理 想 】、【介 護 の未 来 】、

【利 用 者 との関 わり】という 6 つの島 に集 約 された。  

【地 域 とのつながり】という島 は、自 分 たちが地 域 のことを知 り、地 域 の人 に知 ってもらい、関 係 を

築 き、役 割 をつくることで介 護 ケアにも繋 げられるという意 味 で 3 段 階 目 の［地 域 の人 にありがとうホ

ームのことを知 ってもらうためにも、まず自 分 たちが地 域 のことを知 り、関 係 性 を築 いていく］と［利 用

第3段階(7) 第4段階(6)

地域の人にありがとうホームのことを知ってもらうためにも、ま
ず自分たちが地域のことを知り、関係性を築いていく

利用者さんの潜在能力を活かしたり、役割をつくることで地
域との関係性や介護ケアに繋げることができる

利用者さんとの関わりで自分たちも多くのことを得られるし、
常に支えになっている

利用者の気持ちがわからない時や、自分の自己満足ではな
いかと思うとき、悩んだり、精神的に苦労する

利用者さんの気持ちも変わるということを学び、自分から利用
者さんにバリアを張ったり、決めつけたりするのは良くないと
思った

介護にはまだ新しい可能性があり、それをつくりあげるのは自分たちであるため、常に学び続けていかなければなら
ない【介護の未来】

利用者さんとの関わりで得られることも多く、楽しく仕
事をさせてもらっている【利用者との関わり】

表2.自分らしさを大切に地域と共に理想に向かっていく人

自分たちが地域のことを知り、地域の人に知ってもら
い、関係を築き、役割をつくることで介護ケアにも繋げ
られる【地域とのつながり】

きちんと仕事を務められる後継者を育成するためにも、協働した職場づくりが大切【職場づくり】

これまでの人生を振り返ってこれからの自分の介護の仕事の働き方を大事にしていきたい【人生】

利用者がここに来て良かったと思えるような、居心地の良い場所を目指している【理想】



者 さんの潜 在 能 力 を活 かし、役 割 をつくることで地 域 との関 係 性 や介 護 ケアに繋 げることができる］

という 2 つの島 から形 成 された。  

 【職 場 づくり】という島 は、きちんと仕 事 を務 められる後 継 者 を育 成 するためにも、協 働 した職 場 づ

くりが大 切 という意 味 である。  

 【人 生 】という島 は、これまでの人 生 を振 り返 ってこれからの自 分 の介 護 の仕 事 の働 き方 を大 事 に

していきたいという意 味 である。  

 【理 想 】という島 は、利 用 者 がここに来 て良 かったと思 えるような、居 心 地 の良 い場 所 を目 指 して

いるという意 味 である。  

 【介 護 の未 来 】という島 は、介 護 にはまだ新 しい可 能 性 があり、それをつくりあげるのは自 分 たちで

あるため、常 に学 び続 けていかなければならないという意 味 である。  

 【利 用 者 との関 わり】という島 は、利 用 者 さんとの関 わりで得 られることも多 く、楽 しく仕 事 をさせて

もらっているという意 味 で 3 段 階 目 の［利 用 者 さんとの関 わりで自 分 たちも多 くのことを得 られるし、

常 に支 えになっている］と［利 用 者 の気 持 ちがわからない時 や、自 分 の自 己 満 足 ではないかと思 うと

き、悩 んだり、精 神 的 に苦 労 する］と［利 用 者 さんの気 持 ちも変 わるということを学 び、自 分 から利 用

者 さんにバリアを張 ったり、決 めつけたりするのは良 くないと思 った］という 3 つの島 から形 成 された。  

上 記 に示 した 6 つの島 はその関 係 性 を検 討 した結 果 、【理 想 】を実 現 するためには、自 分 らしい

【人 生 】と【利 用 者 との関 わり】を大 切 にし、きちんと仕 事 を務 められる後 継 者 を育 成 する。そのため

にも、協 働 した【職 場 づくり】を行 い、自 分 たちが地 域 のことを知 り、自 分 たちのことを地 域 の人 に知

ってもらい、関 係 を築 き、役 割 をつくる。そうすることで介 護 ケアにも繋 げられる【地 域 とのつながり】

を作 り、常 に学 び続 けることが【介 護 の未 来 】を開 くことになるとなった。  

施 設 C 

施 設 C においては、介 護 職 、リハビリテーション職 、看 護 職 の 3 職 種 の人 にグループインタビュー

を実 施 した。それぞれの語 りを個 別 にまとめ以 下 の内 容 を導 き出 した。  

〈事 例 3 40 歳 代  女 性   看 護 職 ：看 護 師 として専 門 性 もあり人 生 を学 べる場 であり働 き続 けた

い〉  

〈事 例 4 20 歳 代  男 性  リハビリテーション職 ：人 を大 切 にし、人 生 にかかわる仕 事 。実 習 で魅 力

を見 つけ、職 場 で専 門 職 としての楽 しみを作 る〉  

〈事 例 5 20 歳 代  女 性   介 護 職 ：自 立 、自 律 を支 え、その人 の人 生 を輝 かせることを専 門 として

いる〉  

個 別 の検 討 後 に 3 事 例 のラベルを混 合 し、再 度 KJ 法 を用 いて検 討 を行 った。その結 果 、最 終 的

に集 約 されたのは『人 々の QOL（quality of l i fe）向 上 を目 指 し、自 分 を磨 き、未 来 を開 く』（表 3）

であった。 

この検 討 では聞 き取 り内 容 から 45 枚 のラベルを作 成 した。作 成 した 45 枚 のラベルを基 に 3 段 階

の集 約 を行 い最 終 的 に【目 的 に向 かって専 門 性 を磨 く】、【未 来 を拓 く】、【人 生 を学 ぶ】、【共 通 の

目 的 は QOL 向 上 】、【深 く広 い経 験 】という 5 つの島 に集 約 された。  

【目 的 に向 かって専 門 性 を磨 く】という島 は、「してあげる、もらう」の関 係 でなく、高 齢 者 の特 徴 を

勉 強 し、自 宅 復 帰 に向 けてどう楽 しく生 きてもらうかプラスの面 を見 つけ、活 かすことを意 味 し、2 段

階 目 の［利 用 者 と職 員 が「してあげる、もらう」の関 係 でなく、その人 にどう楽 しく生 きてもらうか等 、プ

ラスになることを見 つける］と［高 齢 者 の特 徴 を勉 強 し、それを老 健 や自 宅 復 帰 に向 けて活 かす］と

いう 2 つの島 から形 成 された。  

【未 来 を拓 く】という島 は、これまでの人 生 を振 り返 ってこれからの自 分 の介 護 の仕 事 の働 き方 を

大 事 にしていきたいという意 味 である。この島 は 2 段 階 目 の［就 職 した後 も病 院 改 善 や新 人 指 導 を

することで離 職 が減 り、明 るい話 題 が増 える］と［学 生 はショックを受 けることが多 いが、それを自 分

なりにどう工 夫 するかが大 切 ］という 2 つの島 から形 成 された。【人 生 を学 ぶ】という島 は、作 業 療 法



でも人 生 の先 輩 と関 わることはリハビリの一 つの魅 力 であるという意 味 である。この島 は 2 段 階 目 の

［作 業 療 法 がどうような仕 事 なのかなかなか分 かりづらいが、リハビリの魅 力 も大 きい］と［人 生 の先

輩 と関 わることは核 家 族 化 の中 で、人 生 の経 験 談 が聞 けない状 態 の中 での一 つの魅 力 である］と

いう 2 つの島 から形 成 された。  

【共 通 の目 的 は QOL 向 上 】という島 は、看 護 師 も介 護 師 も技 術 に根 拠 が求 められ、職 種 の成 長

も必 要 で、QOL 向 上 の勉 強 も必 要 という意 味 である。この島 は 2 段 階 目 の［介 護 福 祉 士 にも技 術

に根 拠 が求 められ、QOL 向 上 に向 けて勉 強 が必 要 ］と［看 護 師 はすごく社 会 的 にも認 められてい

る。でも介 護 士 はまだそこまで達 していない。今 成 長 段 階 の職 業 であり、成 長 段 階 のなかで頑 張 っ

てみたいなと思 った。］という 2 つの島 から形 成 された。  

【深 く広 い経 験 】という島 は、という島 は、看 護 師 の免 許 を取 ってからクリニックや急 性 期 の病 院 、

それ以 外 にも治 験 コーディネーターでも６年 やっていたという内 容 であった。 

以 上 、施 設 C のインタビューで得 られた結 果 から、三 職 種 の共 通 目 標 として、患 者 (利 用 者 )の

QOL 向 上 があった。その中 で看 護 職 においては、これまでクリニック等 で培 った技 能 や知 識 を生 か

し、それらを現 在 の老 人 保 健 施 設 で生 命 と直 結 している事 柄 で生 かしていく事 や、この先 もこの分

野 で従 事 していくためにも心 身 の負 担 を技 術 の工 夫 をして軽 減 していきたいということがあった。  

一 方 、リハビリ職 においては、老 化 による筋 動 作 の動 作 低 下 の阻 止 や身 体 拘 縮 等 の関 節 可 動

域 の縮 小 の阻 止 といった運 動 動 作 面 からの支 援 について挙 がった。これらは、患 者 (利 用 者 )が在

宅 復 帰 した際 に身 体 的 に支 障 なく在 宅 生 活 を送 っていくためにも必 要 な支 援 であると同 時 に、今

現 在 の状 態 でできる事 とできないことの折 り合 いをしっかりつけることで、できることを最 大 限 に伸 ば

し、在 宅 での生 活 を限 りなく元 の状 態 にしていくといったことが挙 げられた。  

介 護 職 に関 しては三 種 の共 通 課 題 でもある QOL の向 上 へ向 けた支 援 はもちろんのこと、患 者

(利 用 者 )に寄 り添 った支 援 を提 供 していくことで、その人 の人 生 に対 し支 援 を提 供 することで輝 か

せることができる専 門 職 であり、それが高 齢 者 と携 わることのできる魅 力 につながっていくことで、介

護 の奥 深 さと自 身 の成 長 に加 え、介 護 職 の社 会 的 な成 長 につながっていく事 が、後 輩 を育 ててい

第2段階（9） 第3段階（5)

利用者と職員が「してあげる、もらう」の関係でなく、そ
の人にどう楽しく生きてもらうか等、プラスになることを
見つける

高齢者の特徴を勉強し、それを老健や自宅復帰に
向けて活かす

就職した後も病院改善や新人指導をすることで離職
が減り、明るい話題が増える

学生はショックを受けることが多いが、それを自分なり
にどう工夫するかが大切

作業療法がどうような仕事なのかなかなか分かりづら
いが、リハビリの魅力も大きい

人生の先輩と関わることは核家族化の中で、人生の
経験談が聞けない状態の中での一つの魅力である

介護福祉士にも技術に根拠が求められ、QOL向上
に向けて勉強が必要

看護師はすごく社会的にも認められている。でも介護
士はまだそこまで達していない。今成長段階の職業
であり、成長段階のなかで頑張ってみたいなと思っ
た。

「してあげる、もらう」の関係でなく、高齢者の特徴を
勉強し、自宅復帰に向けてどう楽しく生きてもらうかプ
ラスの面を見つけ、活かす
【目的に向かって専門性を磨く】

表3.人々のQOL向上を目指し、自分を磨き、未来を拓く

就職した後も病院改善や新人指導を自分なりに工夫
して明るい話題を増やす
【未来を拓く】

作業療法でも人生の先輩と関わることはリハビリの一
つの魅力である
【人生を学ぶ】

看護師も介護師も技術に根拠が求められ、職種の成
長も必要で、QOL向上の勉強も必要
【共通の目的はQOL向上】

看護師の免許を取ってからクリニックや急性期の病院、それ以外にも治験コーディネーターでも６年やって
いた。【深く広い経験】



く事 にも必 要 であると言 えた。 

５．調査研究に基づく提言  

今 回 の調 査 結 果 から、これまでの私 たちが考 える福 祉 の職 場 や介 護 の現 場 は、想 いやりや優 し

さによるかかわりとしてのものであった。しかし、施 設 A では、そこに幅 広 い視 野 を持 ち、戦 略 が加 わ

ることで、人 を引 き付 けるものとなると考 えられた。 

施 設 B では、自 分 らしさと利 用 者 との関 係 を大 切 し、後 継 者 を育 てるとともに自 らも学 び続 けるこ

とで新 しい介 護 の可 能 性 を開 くことができると考 えられた。  

施 設 C では、三 職 種 の共 通 目 標 として、患 者 (利 用 者 )の QOL 向 上 があった。その共 通 の目 標

に向 かって、それぞれの職 種 が自 らの専 門 性 を活 用 して協 働 している姿 があった。 

これらの調 査 研 究 の結 果 に基 づき私 たちは以 下 のことを実 践 し、地 域 へ向 かってその姿 を発 信

し続 けることで、福 祉 の場 をやりがいのある魅 力 ある場 と感 じることができるようになると提 言 したい。  

①  人 々の QOL 向 上 へ向 けて幅 広 い視 野 をもち、戦 略 を展 開 できる能 力 の育 成 と機 会 を捉 え

る。 

②  現 在 、福 祉 の現 場 で働 いている人 々が後 継 者 を育 成 し、自 らも学 び続 ける。  

③  多 職 種 が「人 々の QOL 向 上 」という共 通 の目 標 を確 認 し、理 想 と想 いやりを基 礎 として協 働

する。 

６．課題解決策の自己評価  

本 研 究 では、調 査 を基 に「福 祉 の現 場 において多 職 種 で協 力 しながら活 躍 する人 々の魅 力 」を

分 析 テーマとしてその活 動 の質 的 評 価 を試 みた。インタビュー対 象 とできたのは 3 施 設 5 事 例 であ

ったが、1 事 例 ずつ KJ 法 を用 いて丁 寧 に検 討 することで、私 たち自 身 がそれまで当 り前 に考 え目

の前 を通 り過 ぎていた事 柄 に気 づくことができた。  

私 たちが取 材 した人 々は、同 じ QOL の向 上 を目 指 していてもそこには職 種 ごとの専 門 性 が存

在 し、理 想 と想 いやりを基 礎 としていた。私 たちは、取 材 した方 々との出 会 いにより、自 分 たちの未

来 を思 い描 き、一 つの目 標 を得 ることができた。今 後 、今 回 の研 究 成 果 を基 に学 生 としての目 線

で見 出 したこと感 じたことを広 く発 信 していきたいと考 え、今 回 の結 果 を基 にしたリーフレットを作 成

した。 

なお厚 生 労 働 省 から出 された新 人 材 確 保 指 針 （平 成 19 年 ）は、以 下 の５つの視 点 から、人 材

確 保 のために講 ずべき措 置 を整 理 している。今 回 の取 り組 みはそのイおよびウに対 する取 り組 みに

相 当 し、その一 助 になったと考 える。  
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表4　厚生労働省新人材確保指針(2007年）の5つの視点
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